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研究成果の概要（和文）：転倒・転落の要因として最も多いのが医療従事者によるヒューマンエラーであり，そ
の中でも多い確認不足，観察不足，判断の誤りなどのエラーは危険予知能力に大きく影響されていると言われて
いる．本研究では，危険予知能力は臨床経験を重ねることにより素早く正確になるという傾向に注目し，KYTに
時間的制約を加えることで予測機能を強制的に作動させるTP理論を取り入れた「Time Pressure-Kiken Yochi 
Training効果測定システム」を開発した．
本研究の成果は，海外ジャーナルと国内ジャーナルにおいて公表し，関連する学会発表も本研究期間で19本行っ
た．また，講演にも3回招待を受けた．

研究成果の概要（英文）：Human error by medical staff is the most common cause of falls. Errors such 
as insufficient confirmation, insufficient observation, and incorrect judgment, which are factors of
 human error, affect risk prediction ability. Risk prediction ability tends to be quick and accurate
 with increasing clinical experience. We have developed a "Time Pressure-Kiken Yochi Training effect
 measurement system" that can evaluate risk prediction ability by incorporating the element of time 
pressure into Kiken Yochi Training.
The results of this research were published in overseas and domestic journals. There were 19 
conference presentations related to this research during the research period. Also, I was invited 
three times and gave a symposium and a lecture.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義として，日本の病院や施設ではリスク教育としてKYTが使用されることが多い．しかし，そ
の効果を評価する手段は今まで存在しておらず，危険予知能力を測定する評価は我々が開発したTP-KYTが初であ
るという点が挙げられる．
また社会的意義として，TP-KYTをもとにリスク教育の効果を判定し，実際に医療事故やヒヤリハットが軽減した
のかを検討することは，医療事故による医療費や介護費用の大幅な軽減に繋がることが期待できる．医療従事者
にとっても医療事故を未然に防ぐ方略は近年増え続けている医療訴訟のリスクの軽減にも繋がる．本研究の成果
は，社会的ニーズに応えることができる新しいアプローチである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）医療におけるヒューマンエラー対策の重要性 
医療におけるリスク対策として，リスク・マネジメントは多くの医療関係の職場で行われてい
る対策である．しかし，リスク・マネジメントは主にハード面を強化する対策が多く，リスクが
減少したかというといまだにインシデントやアクシデントは起こっているのが現状である．主
要な事故の 80～90％がヒューマンエラーによって起こる（ジェームズ・リーズン，1999），とい
われているが，その対策は少なく，さらにリハビリテーションに関連する職種では療法士に向け
た対策が行われていないのが現状である． 
 日本作業療法士協会によって実施された作業療法場面における医療事故実態調査（日本作業
療法士協会福利部，2005）では，有効な回答のあった 287の施設において過去 3年間の作業療
法場面での医療事故件数を調査したところ，すべての領域における医療事故件数は 704 件であ
り，その中で転倒・転落が 220件，怪我が 86件の順で多かったと報告している．ハイン・リッ
ヒの法則（Heinrich. H.W.ら，1982）によれば，「一つの重大な事故の背景には，軽い事故が 29
件あり，その背後には 300 件のヒヤリハットがある」といわれている．過去 3 年間の作業療法
場面での事故が 700件だとしても，その 300倍，つまりは 21,000件以上の事故に結びつく状況
がそこでは起こっていることとなる．この状況を鑑みても，個人におけるヒューマンエラーを如
何に改善していくかの対策は必要不可欠である． 
（2）ヒューマンエラー対策としての Temporal Predictive behavior model（TP理論）の応用 
谷田ら（2008）は脳科学的見地から時間的階層構造をなす予測的行動を表す Temporal 

Predictive behavior model（TP理論）を提案し，ヒトの自動車運転における行動にあてはめて
いる．これは経時的な行為遂行状況下において脳は常に予測機構を働かせ，情報の変化と残り時
間に適応し行為を効率よく行えるようフィードバック情報を次の予測に役立てているという考
え方である．そのトレーニング方法として提案しているものは，時間的制約を加えることによっ
て強制的に脳の予測機構，すなわち前頭葉機能を働かせ，その中で効率的に行為を行おうとする
ことによって安全に動作を行えるようにするというプログラムである．それには，リスクの起こ
りそうな状況において時間的制約下の中でフィードバック情報とフィードフォワード情報を適
切に選択し，素早く情報を取捨選択していくことが求められる．Rinkenauerら（2004）はタイ
ムプレッシャーの状況において，視覚的な確認作業をスキップするという報告をしている．この
ように，ヒューマンエラーの軽減には，時間的制約の中でどれだけ早くリスクが起こりそうな状
況に視覚的に気づくことができるかという点を考慮しなければならない．ヒューマンエラーの
軽減について，視覚的な観点から評価しようとする研究は今までされておらず，本研究は医療職
における専門家の社会的ニーズの観点からも重要な視点である． 
 
２．研究の目的 
本研究は，転倒や転落などの医療事故において，事故の要因として最も多いヒューマンエラー
に焦点をあて，そのエラー要因を得点化できる評価を作成し，その内容妥当性を検証することを
目的とする．ヒューマンエラーは気づきの遅れ，予測や判断の不十分さに準拠している．特にリ
スク状況は即時の判断を求められることが多く，即時の判断にはミスをする傾向が高くなる．そ
こで，本研究では，熟練者と非熟練者に対して，時間的制約下で気づきの違い，つまりは視覚探
索の違いを比較することで，エラーの要因を得点化し，評価することのできる指標を作成する． 
 
３．研究の方法 
（1）タイムプレッシャー理論を用いた危険予知能力を定量化できる評価冊子 Time Pressure-
Kiken Yochi Training 効果測定システム（以下，TP-KYT）の作成 
TP-KYT の作成にあたり，公益財団法人日本医療機能評価機構による医療事故情報収集等事業
においてリハビリテーションに関連するヒヤリハット事例から 5場面（Scene1；Sitting，Scene2；
Patient transfer from the bed，Scene3；Patient transfer to the toilet，Scene4；Patient 
transfer to the bathroom，Scene5；Patient transfer from the kitchen）を選定した．少な
くとも 5 年以上の臨床経験（平均 8.7±5.3 年）を有する 51 人の医療従事者から各場面のリス
ク内容を 10 秒の時間制約下にて抽出し，そのリスク内容について危険レベルを 4ポイントのリ
ッカートスケールにて判定してもらった．リスク内容については，内容の類似性に従い質的分析
の経験者と共にリスク内容のカテゴリー化を行った．得点化について，リスクは想定される被害
の大きさとその発生確率の積であると定義されるため，その定義に基づきリスクのカテゴリー
における出現頻度と危険レベルの積において 100 を超えるものを得点化の対象とし，数値が 50
を超えるごとに 5点刻みで得点を与えカテゴリーごとの配点を行った． 
（2）TP-KYT の実施方法 
TP-KYT の冊子を被検者に配布し，冊子に記載された指示に従い実施する方法とした． 
（3）TP-KYT の妥当性および信頼性の検証 
TP-KYT の妥当性を検討するために，Experts として経験年数 5年以上の保健医療職 77名（平
均年齢 34.0±5.6 歳；経験年数 9.1±4.8 年），Competents として経験年数 5 年未満の保健医療
職 34 名（平均年齢 26.8±5.5 歳；経験年数 1.1±0.9 年），Advanced Beginners として 4年次作
業療法学生（平均年齢 21.9±0.7 歳），Novices として 1年次作業療法学生（平均年齢 18.8±2.0
歳）を対象とし，TP-KYT を実施した．各群の TP-KYT の得点については得点分布に対する正規性



を確認するため，Shapiro-Wilk の正規性の検定を用いた．各群ともに正規分布が仮定できた場
合には，各群の性別，職種の基本的属性による総得点を比較するため対応のない t 検定を用い
た．また，TP-KYT の評価の妥当性を検証するために，全体の得点を一元配置分散分析にて比較
し，Post Hock として Tukey HSD を用いた．Experts と Competents の違いを把握するための基
準となるカットオフ値を求めるために receiver operating characteristic analysis（以下，
ROC 解析）を用いた．また，TP-KYT の信頼性を検証するため，Experts の検者間信頼性について，
intraclass correlation coefficient（以下，ICC）（2,1）を算出した． 
（4）統計処理 
統計処理には SPSS（IBM SPSS Statistics 23.0）を用い，全ての分析は危険率 5％未満をもっ
て有意とした． 
 
４．研究成果 
（1）TP-KYT の配点 
TP-KYT の配点は Scene1 では 5 カテ
ゴリー85 点，Scene2 では 5カテゴリー
95 点，Scene3 では 5カテゴリー80 点，
Scene4 では 4カテゴリー75 点，Scene5
では 5カテゴリー90点が配点され，TP-
KYT の総得点は 425 点となった． 
（2）基本属性による得点への影響の検
討 
各群の性別，職種による総得点には
有意差は認められず，性別と職種は TP-
KYT の得点に影響を与えないことが分
かった． 
（3）各群の得点分布の検討 
各群とも 5 場面の得点を合計した総
得点は正規性を示すことが分かり（表
統計量 0.948-0.985，p>0.05），各群の
得点の中央値はそれぞれ Expert218.3
点 ， Competent167.5 点 ， Advanced 
Beginner133.8 点，Novice93.3 点で，
Expert が最も中央値が高く，経験年数
に従う得点分布となった． 
（4）TP-KYT の妥当性，信頼瀬の検証 
各群間の平均得点の比較では，
Expert は全ての群に対し有意に高い得
点（Expert vs. Competent，p<0.05；
Expert vs. Advanced Beginner ，
p<0.01；Expert vs. Novice，p<0.01）
を示した（図 1）．場面ごとの群間によ
る平均得点の比較では，場面に応じて
Expert と Novice 間で差異の程度に違
いが認められ，この結果は，臨床で遭遇
する場面の多寡に影響を受けていると
推察された（図 2）．Expert と Competent
の基準点を求める ROC 解析の結果，
Expert と Competent の基準点は 213 点
に設定され，Competent と Advanced 
Beginner の基準点は 138 点に設定され
た（図 3）．Expert の基準点が満点の約
50％であり，場面の臨床経験の差や疾
患経験の差が基準点に反映されたと考
えられた．さらに，TP-KYT における
Expert の検者間信頼性について ICC
（2.1）の平均測定値は 0.95（95%信頼
区間 0.86-0.99）となった． 
（5）本研究のまとめ 
本研究では TP-KYT の総得点は臨床経験年数によって異なることが明らかになり，Expert の危
険予知の視点を取り入れた評価法としての信頼性も有することが分かった．さらに，一定の妥当
性と信頼性を検証することができたことから TP-KYT は，医療従事者がリハビリテーション場面
において患者の転倒リスクを予知する能力を定量化するための有用なツールになる可能性が確

図 1 各群の総得点の比較 

図 2 場面ごとの群間の平均得点の比較 

図 3 ROC解析による閾値の検討 



認できた． 
（6）本研究の限界 
母集団において，基準関連妥当性の検証については，危険予知能力を評価する他の指標はない
ため，検討することができなかった．また，本研究の対象は，リハビリテーション関連職種が主
であり，他職種でも使用できるかについてはまだ不明である．疾患や領域も TP-KYT の点数に影
響することが分かったが，今回の研究では疾患別の評価がまだできていない．TP-KYT の得点と
実際の転倒・転落の関連性が実証されていないというのも本研究の限界となり，今後検証をさら
に進めていく必要がある． 
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